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活断層・地震研究センターでは内陸地震、海溝型地震および地震災害の予測を
目指して、地形・地質・地球物理・地震工学などの多様な専門分野の研究者が集まっ
て研究を行っています。地震素過程研究チームでは、地震の発生メカニズムを解
明するために、地震の起こる地下数kmでの高温・高圧条件を実験室で再現して
岩石の変形や摩擦挙動を研究しています。北島研究員は、南海トラフ海底下で掘
削された堆積物を使って変形実験を行うことで、南海トラフでの地震および津波
の規模を予測する研究に取り組んでいます。

堆積物の変形実験から探る東南海地震
活断層・地震研究センター　地震素過程研究チーム　北

きたじま

島 弘
ひ ろ こ

子（つくばセンター）

北島さんからひとこと
南海トラフでは、地震発生帯を掘削する国際プロジェクトが2007年より行

われています。2012年末から約2 ヵ月の間、実際に掘削船「ちきゅう」に乗
船して掘削した堆積物の物性測定を行いました。堆積物は過去に受けた変形に
ついていろいろな形で“記憶”しており、船上のほか実験室での変形実験・顕
微鏡観察・化学分析などを通して過去の情報を引き出すことができます。地震
の発生メカニズムについては未だに不明な点がたくさんありますが、そのメカ
ニズムを解明することこそが将来の地震・津波災害の予測につながると考えて
います。

掘削船「ちきゅう」での作業の様子
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